

























































（1） Greeneと哲学者たちの論争については、たとえば、Sinnott-Armstrong 2008, Vol. 3, Ch. 2やBerker 2009を
参照。Haidtと哲学者たちの論争については、たとえば、Sinnott-Armstrong 2008, Vol. 2, Ch. 4や、Suhler & 
Churchland 2011とHaidt & Joseph 2011の応答や、Flanagan & Williams 2010を参照。
（2） たとえば、鈴木論文の文献表に挙げられているMachery & Mallon 2010, Joyce 2006や、内井1996を参照。
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